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こ
の
た
び
、
私
は
11
月
27
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り
、
松
野
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
11
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
当
選
の
栄
に
浴
し
、

町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
り
、
町
政
の
安
定
向
上
の
重
責
を
担
っ

て
、
信
頼
と
継
続
、
前
進
へ
、
公
正
無
私
、
熟
慮
断
行
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
森
の
国
ま
つ
の
輝
け

る
未
来
づ
く
り
」
へ
、
日
々
全
身
全
霊
を
傾
注
し
、
２
期
８
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
と
い
う
流
れ
の
中
、
鬼
北
町
と
の
合
併
協
議
、
調
整
に
誠
心
誠
意
を
尽
く
し

ま
し
た
が
、
訴
訟
事
件
や
長
年
の
懸
案
問
題
な
ど
も
重
な
っ
て
、
合
併
特
例
法
期
限
内
で
の
合

併
は
困
難
と
な
り
、
平
成
22
年
３
月
、
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協
議
会
は
廃
止
、
単
独
、
自
律

の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
方
重
視
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、
行
財
政

改
革
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
や
、
重
要
施
策
の
選
択
と
集
中
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
重
視
へ
、

守
り
か
ら
攻
め
へ
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
官
民
協
働
と
優
良
財
源
の
確
保
に
よ
る
、
特
色
と

魅
力
あ
る
森
の
国
の
町
づ
く
り
戦
略
の
積
極
的
推
進
と
、
懸
案
事
項
へ
の
対
応
な
ど
、
町
民
の

ご
理
解
の
も
と
、
愛
媛
県
等
の
ご
支
援
と
職
員
の
英
知
と
総
合
力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
、「
誇

り
と
愛
着
の
持
て
る
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
」
の
基
盤
づ
く
り
と
、「
行
財
政
の
安
定
健
全
化
」

が
お
お
む
ね
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
激
動
の
２
期
８
年
を
振
り
返
り
、
特
に
印
象
深
い
こ
と
と
し
て
は
、

　

第
一
に
、
地
域
医
療
の
確
保
と
保
健
、
福
祉
の
連
携
充
実
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
命
と
健
康

を
守
る
医
師
の
確
保
に
、
政
治
生
命
を
か
け
て
全
国
各
地
へ
駆
け
ま
わ
り
、
そ
の
熱
意
と
努
力

を
く
み
取
っ
て
い
た
だ
い
た
愛
媛
県
当
局
と
自
治
医
科
大
学
０
Ｂ
の
先
生
方
、
松
野
町
出
身
の

芝
壽
彦
先
生
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、中
央
診
療
所
と
３
出
張
診
療
所
が
存
続
で
き
た
こ
と
は
、

何
に
も
ま
し
て
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
防
保
健
活
動
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
、

生
き
が
い
健
康
・
福
祉
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
が
推
進
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
は
、
松
野
中
学
校
の
改
築
事
業
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
地
域
産
材
の
温

も
り
を
生
か
し
た
木
造
校
舎
改
築
を
は
じ
め
、
体
育
館
の
耐
震
改
修
に
よ
り
、
施
設
の
安
全
性

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
下
に
先
駆
け
て
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
新
世
代
の
学
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学
力
向
上
施
策
が
展
開
で
き
ま
し
た
。

　

第
三
に
は
、
総
合
福
祉
団
地
の
施
設
充
実
と
企
業
の
立
地
で
あ
り
ま
す
。
古
城
園
の
大
規
模

改
修
事
業
を
は
じ
め
、地
域
と
密
着
し
た
福
祉
施
設
が
計
画
的
に
整
備
充
実
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
長
年
未
利
用
地
で
あ
っ
た
頂
上
部
の
土
地
に
、
中
村
時
広
知
事
の
力
強
い
支
援
と
酒
井

良
明
社
長
の
ご
英
断
に
よ
り
、
国
内
屈
指
の
化
粧
品
メ
―
カ
ー
、
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

松
野
工
場
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
既
存
企
業
と
と
も
に
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
６
次
産
業
化
と
雇
用
創
出
な
ど
、

地
方
創
生
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
農
業
再
生
と
有
害
獣
対
策
、
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
農
林
公
社

や
企
業
等
と
連
携
し
た
県
営
農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
、耕
作
放
棄
地
対
策
、

農
業
支
援
体
制
の
充
実
、
人
、
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
、
新
規
就
農
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
特
産
品
の
生
産
振
興
、
猟
友
会
の
ご
尽
力
の
も
と
、
農
家
、
農
業
に
と
っ
て
深
刻
な
有
害

獣
対
策
と
資
源
活
用
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
森
の
息
吹
」
の
設
立
、
ジ
ビ
エ
商
品
化
が
図
ら
れ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

５
点
目
は
、
循
環
型
林
業
の
取
組
み
で
あ
り
ま
す
。
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
と
ぽ
っ
ぽ
温
泉
改
修
に
併
せ

　
町
長
退
任
あ
い
さ
つ
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町長退任あいさつ
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
は
、
間
伐
促
進
と
有
効
利
用
に
よ
る
森
林
環
境
の
整
備
、
自
然
に
や
さ

し
い
循
環
型
林
業
の
先
導
的
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
営
に
よ
る
山
の
道
整
備
事
業
の

推
進
を
始
め
、
植
樹
祭
や
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
が
、
森
の
国
松
野
町
で
開
催
で
き
た
こ
と
は
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

６
点
目
は
、
少
子
化
、
子
育
て
支
援
対
策
で
あ
り
ま
す
。
子
育
て
世
帯
の
支
援
と
し
て
、
出

産
祝
い
金
の
拡
充
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
化
、
学
校
給
食
の

半
額
助
成
、
海
外
語
学
研
修
事
業
の
ほ
か
、
若
者
定
住
住
宅
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
へ
の
助

成
制
度
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
少
し
で
も
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
将

来
に
必
ず
活
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

７
点
目
は
、
災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
懸
案
で
あ
る
庁
舎
改
築
に

つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
計
画
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
32
年
度
完
成
を
目
標
に
基
金
を

造
成
す
る
な
ど
の
道
筋
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
各
種

訓
練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
、
防
災
士
の
育
成
に
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
防
災
計
画
の

改
訂
や
住
宅
等
の
耐
震
化
対
策
、
道
路
改
良
事
業
、
舗
装
、
橋
梁
の
点
検
、
補
修
計
画
の
推
進
、

が
け
地
防
災
対
策
事
業
の
積
極
的
な
実
施
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

８
点
目
は
、
高
度
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す
。
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

を
整
備
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
、
携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
事
業
に
よ
り
、

ほ
ぼ
全
町
的
に
情
報
通
信
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
知
事
の
橋
渡
し
に
よ
り
、
愛

媛
県
ゆ
か
り
の
東
京
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
、
特
産
品
等
の

ネ
ッ
ト
販
売
や
情
報
発
信
、
人
材
育
成
等
の
強
化
、
森
の
国
ホ
テ
ル
を
保
養
地
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
に
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
任
期
中
に
は
、
国
道
３
８
１
号
松
野
東
バ
イ
パ
ス
の
開
通
や
松
野
町
発
足
60
周

年
記
念
事
業
を
は
じ
め
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
い
や
し
博
、
南
予
博
の
開
催
、

虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、予
土
地
域
連
携
に
よ
る
観
光
交
流
事
業
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
国
指
定
の
河
後
森
城
跡
や
目

黒
山
形
模
型
の
保
存
整
備
、
奥
内
地
区
文
化
的
景
観
調
査
や
、
森
の
国
さ
く
ら
の
会
、
山
城
の

会
、
滑
床
を
愛
す
る
会
な
ど
に
よ
る
、
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
の
保
存
整
備
、
森
の
国
ま
つ
の

応
援
団
の
活
動
再
開
、
重
要
課
題
に
対
応
し
た
機
構
改
革
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
、
県
と
の
人

事
交
流
、
議
会
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
、
私
の
心
に
残
る
も

の
は
ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
何
と
い
っ
て
も
、
危
機
的
状
況
か
ら
財
政
の
立
て
直
し
が
果
た
せ
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
平
成
20
年
度
に
は
１
６
５
，
４
８
５
千
円
で
あ
っ
た
財
政
調
整
基
金
が
現
時
点
で
は
９
億

円
と
な
り
、
そ
の
他
減
債
基
金
が
３
５
，
０
０
０
千
円
、
庁
舎
建
設
基
金
が
１
７
５
，
２
２
７

千
円
、
災
害
対
策
基
金
５
千
万
円
な
ど
基
金
積
立
て
と
と
も
に
、
一
時
期
、
約
63
億
円
余
り

あ
っ
た
町
債
残
高
も
36
億
円
程
度
に
圧
縮
し
、
そ
の
内
容
も
交
付
税
還
元
率
83
・
５
％
の
優
良

起
債
が
中
心
で
、
町
の
実
質
負
担
額
は
５
億
９
千
１
０
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。
行
政
改
革
の
継

続
、
住
民
と
職
員
の
英
知
と
力
を
結
集
し
た
ソ
フ
ト
事
業
中
心
の
財
政
運
営
を
基
本
に
展
開
す

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
健
全
財
政
の
堅
持
は
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
反
省
点
と
し
て
は
、
平
成
22
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、「
副
町
長
を
置
か
な
い
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
２
期
８
年
の
中
で
、
副
町
長
が
６
年
間
不
在
と
い
う
異
例
の
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
人
件
費
の
削
減
な
ど
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
は
あ
っ
た
も
の
の
、
危
機
管
理
を
は
じ
め
、
内
政
、

外
交
面
の
制
約
や
実
務
指
導
、進
行
管
理
、調
整
力
な
ど
で
不
十
分
の
点
、マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
型
観
光
施
設
「
滑
床
森
の
国
ホ
テ
ル
、
虹
の
森
公
園
施
設
」
指
定
管
理
者
の
経

営
組
織
づ
く
り
や
、
懸
案
事
項
も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
は
継
続
性
、
計
画
性
が
重
要
で
あ
り
、

新
体
制
の
も
と
、
内
外
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、
円
滑
、
円
満
に
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
40
年
、
松
野
町
役
場
に
奉
職
以
来
50
年
余
り
、
町
の
重
要
施
策
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
な
ん
と
か
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
幸
せ
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

関
係
各
位
の
温
か
い
ご
厚
情
、
ご
支
援
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

退
任
後
は
、
１
町
民
と
し
て
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活

動
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
と
、
松
野
町
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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森 の国だ より

森
の
国
文
化
祭

11
2～3

　

11
月
２
日
㈬
か
ら
３
日
㈭
ま
で
、「
広
め
よ

う
文
化
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
各
会
場
で
森
の

国
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
日
に
か
け
て
作

品
展
示
が
行
わ
れ
、
各
団
体
の
書
道
や
華
道
、

押
花
絵
、
俳
句
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
写
真
、

寒
蘭
の
ほ
か
児
童
・
生
徒
作
品
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
展
示
さ
れ
た
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、和
太
鼓
・
日
舞
・
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正
琴
・
軽
音
楽

の
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
出

演
と
し
て
、
キ
ッ
ズ
英
会
話
ス
ク
ー
ル
の
皆

さ
ん
に
よ
る
英
語
歌
に
加
え
て
、
コ
ー
ラ
ス
、

三
味
線
の
ス
テ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
芸
能
大

会
の
最
後
に
は
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
賑
や

か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
生

花
作
り
や
押
花
作
り
、
書
道
、
軽
音
楽
、
和

太
鼓
、
大
正
琴
な
ど
６
部
門
で
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
作
品
を
作
っ
た

り
、
初
め
て
の
体
験
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が

ら
文
化
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
研
究
協
議
会
を
中
心
と
し
て

バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、ば
ら
寿
司
や
ケ
ー
キ
セ
ッ

ト
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
サ
ン
ド
な
ど
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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松
野
町
産
業
祭

11
6

　

11
月
６
日
㈰
、
虹
の
森
公
園
で
松
野
町
産

業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
第
２

回
ア
グ
リ
甲
子
園
」
や
、
特
産
品
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
ヒ
ー
ロ
ー
の
お
披
露
目
が
行
わ
れ
、

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
南
予
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
選
手
権
も
同
時
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
予
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
選
手
権
で
は
、
県
内

外
か
ら
６
組
が
出
場
し
、
南
予
の
食
材
や
普

段
調
理
さ
れ
な
い
ジ
ビ
エ
肉
等
を
使
っ
た
本

格
的
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
日
本
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
協
会
の
下

城
民
夫
会
長
を
招
い
て
、
調
理
技
術
や
味
、

見
た
目
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
甲
子
園
で
は
、
審
査
員
に
料
理
研

究
家
の
服
部
幸
應
さ
ん
や
近
藤
一
樹
さ
ん
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
大
田
美
香
さ
ん
を
招
い
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
と
高
知
県

の
高
校
か
ら
６
校
が
出
場
し
、
ご
飯
も
の
を

テ
ー
マ
に
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
カ
レ
ー
や
丼
も
の
な
ど
各

校
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理
は
審
査
員
か
ら

も
大
好
評
で
し
た
。
今
回
の
ア
グ
リ
甲
子
園

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
の
は
河
原
高
等

専
修
学
校
が
考
案
し
た
「
ク
ス
ク
ス
ご
飯
と

ヴ
ェ
ニ
ン
ス
カ
レ
ー 

カ
シ
ス
風
味
」
で
し
た
。

こ
の
料
理
は
今
後
、
試
作
会
な
ど
を
経
て
12

月
頃
か
ら
虹
の
森
公
園
を
中
心
に
販
売
を
行

う
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
学
校
の
取
組
な
ど

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
、
実
習
生

の
作
品
の
展
示
や
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
会
場
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
行
う
本
格
的
な
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
体
験
や
町
内
商
店
や
生
産
者
等
に

よ
る
対
面
販
売
や
活
動
紹
介
な
ど
を
行
う
ま

つ
の
大
商
店
街
な
ど
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
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松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス

10
２

　

10
月
２
日
㈰
、「
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
モ
ニ
タ
ー
大
会
と
今
年
４

月
の
プ
レ
大
会
を
経
て
、
こ
の
日
記
念
す
べ
き
第
１
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
愛
媛
県
滑
床
渓
谷
、
高
知
県
黒
尊
渓
谷
を

は
じ
め
と
す
る
四
万
十
川
上
流
域
を
舞
台
に
、
１
３
０
㎞
を

走
る
「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
（
意
味
：
究
極
の
）」・
95
㎞
の
「
ア

ド
バ
ン
ス
ド
（
意
味
：
上
級
の
）」
の
２
つ
の
部
門
と
、
初
心

者
で
も
参
加
で
き
、
人
気
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
「
キ
ャ
ニ
オ
ニ

ン
グ
」
と
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
「
バ
イ
ク
＆
キ
ャ
ニ
オ
ン
」
の
コ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
、
計
２
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。

　

１
つ
目
は
魅
力
的
な
コ
ー
ス
設
定
で
す
。
コ
ー
ス
の
ほ

と
ん
ど
は
普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
有
林
や
民

有
林
で
、
こ
の
日
の
た
め
に
特
別
に
解
放
さ
れ
た
林
道
で

す
。
ま
た
、耐
久
系
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
と
し
て
は
、

国
内
最
長
と
な
る
１
３
０
㎞
を
走
る
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
愛
好
家
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

コ
ー
ス
に
は
国
立
公
園
滑
床
渓
谷
も
含
ま
れ
て
お
り
、
四

国
の
深
山
な
ら
で
は
の
渓
谷
美
、
森
林
美
、
景
観
美
、
さ

ら
に
日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
の
ど
か
な
里
山
の
風
景

を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

２
つ
目
は
チ
ー
ム
戦
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
に

参
加
す
る
に
は
２
〜
４
人
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
走
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
落
車
や
パ
ン
ク
、
コ
ー
ス
ロ
ス
ト
等
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
急
勾
配
や
荒
れ
た
未
舗
装

路
が
続
く
過
酷
な
コ
ー
ス
を
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
走
り
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
松
野
町
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
で
す
。
過

酷
で
苦
し
い
レ
ー
ス
の
途
中
に
は
数
カ
所
の
フ
ィ
ー
ド
（
水

分
や
食
糧
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
）
が
置
か
れ
、
参
加
者
は
、

野
点
に
よ
る
抹
茶
の
接
待
や
、
町
特
産
品
の
鹿
肉
を
使
っ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
提
供
、
鬼
城
太
鼓
に
よ
る
和
太
鼓
で
の

応
援
や
、
獅
子
舞
、
鎧
武
者
、
浴
衣
で
の
励
ま
し
な
ど
を

受
け
て
走
り
ま
す
。
フ
ィ
ー
ド
に
立
ち
寄
る
と
タ
イ
ム
ロ

ス
に
は
な
る
の
で
す
が
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々

に
思
わ
ず
脚
を
止
め
る
参
加
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
門
の
完
走
率
は
約
60
％
、
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ロ
選
手
で
も
７
時
間
半
か
か
る
過
酷

な
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、「
キ
ツ
い
け
ど
楽

し
い
！
」「
和
太
鼓
の
応
援
で
こ
ん
な
に
励
ま
さ
れ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。」「
渓
谷
の
水
が
綺
麗
で
感
動
し
た
。」「
鹿

ソ
ー
セ
ー
ジ
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
自
転
車
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス

も
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
、
レ
ー
ス
の
開
催
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
森
林
資
源
の

積
極
的
な
活
用
、
宿
泊
客
の
確
保
や
特
産
品
販
売
の
促
進
、

交
流
人
口
の
増
加
、
松
野
町
の
観
光
資
源
や
歴
史
文
化
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

2016
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愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

デ
モ
ス
ポ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
開
催

10
９

　

10
月
９
日
㈰
、
松
野
中
学
校
で
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
デ
モ
ス
ポ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

プ
レ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
従
前
か
ら
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
主
催
で
開
催
し
て
い
る
「
愛
媛
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
」
を
え
ひ
め
国
体
の
デ
モ
ス
ポ
プ
レ
大
会
と
し
て
、
本
町
で

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
遠
く
は
四
国
中
央
市
を
は
じ
め
県
内
全
域
か
ら
32
チ
ー
ム
、
１
７
８
名
の

選
手
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
８
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
参
加
者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
各
コ
ー
ト
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
、
本
町
か
ら
参
加
し
た
８
チ
ー
ム
の
う
ち
唯
一
勝
ち
残
っ
た
長
生
会
チ
ー
ム

が
前
回
優
勝
の
白
水
台
チ
ー
ム
を
破
る
な
ど
各

試
合
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
「
え
ひ
め
国
体
」
で
は
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
」（
平
成
29
年
10
月
８
日
㈰
松
野
中
学

校
）
と
「
近
代
３
種
」（
平
成
29
年
８
月
20
日

㈰
松
野
西
小
学
校
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松
野

10
28

　

10
月
28
日
㈮
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
で
「
お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松

野
」
の
第
２
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
県
立
図
書
館
職
員
が
地
域
に

出
向
き
、
住
民
に
本
を
貸
し
出
す
事
業
で
、
本
町
で
は
８
月
４
日
㈭
に
第
１
回
目
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
公
共
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
図
書
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
み

で
、
県
立
図
書
館
の
蔵
書
を
持
ち
込
み
、
そ
の
場
で
出
張
貸
出
を
行
い
ま
す
。
遠
隔
地

返
却
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
借
り
た
本
を
松
野
町
内
で
返
却
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
か
ら
約
50
人
が
訪
れ
、
絵
本
や
小
説
、
実
用
書
な
ど
６
０
０
冊
の
中

か
ら
思
い
思
い
の
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
松
野
中
学
校
一
年
生
を
招
待
し
、
県
立
図
書
館
職
員
に
よ
る
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
あ
る
１
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
何

冊
か
の
図
書
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
は
「
す
て
き
な
仲
間
を
つ
く
る
に

は
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
７
冊
の
図
書
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
貸

出
図
書
を
自
由
に
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。
紹
介
さ
れ
た
７
冊
と
中
学
生
が
選
ん
だ
図

書
は
、
中
学
校
へ
１
ヶ
月
間
貸
し
出
し
さ
れ
ま
す
。

優　

勝　

坊
っ
ち
ゃ
ん
（
松
山
市
）

準
優
勝　

今
治
べ
ふ　
　
（
今
治
市
）

３　

位　

愛
媛
連
合　
　
（
松
山
市
）

　

〃　
　

四
国
中
央
ク
ラ
ブ
（
四
国
中
央
市
）
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ま
ち
の
投
句
箱

天
に
鳶
地
に
秋
祭
り
里
日
和 

伊
井　

め
ぐ
む

海
の
紺
映
ゆ
る
段
畠
青
蜜
柑 

伊
藤　
　

富
子

遠
き
子
へ
千
々
の
想
ひ
や
秋
の
暮 

岡
本　
　

京
子

川
野
辺
の
不
器
男
句
碑
や
秋
の
風 

金
谷　
　

重
子

バ
ス
下
り
て
野
菊
の
道
を
帰
り
け
り 

金
谷　
　

恵
子

夜
遊
び
の
猫
の
戻
ら
ぬ
夜
長
か
な 

金
谷　
　

文
惠

路
地
菊
や
煉
瓦
造
り
の
発
電
所 

谷　
　

き
よ
し

伝
統
を
子
ら
に
引
き
継
ぎ
秋
祭 

布　
　
　

康
江

秋
祭
り
太
鼓
の
ひ
び
く
宮
の
森 

ひ
の　

た
い
ら

湲
流
の
髙
き
獺
音
や
赤
と
ん
ぼ 

山
下　

ス
ミ
子

予
報
よ
り
早
く
降
り
出
す
秋
の
雨 

赤
松　
　

午
子

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
匂
ひ
褒
め
い
る
祭
り
客 

稲
谷　

キ
ミ
子

少
年
の
獅
子
の
背
濡
ら
す
秋
の
雨 

上
田　

美
智
子

か
ら
す
瓜
竹
に
巻
き
つ
き
共
に
揺
れ 

岡
本　
　

三
葉

家
毎
に
匂
ふ
木
犀
郵
便
夫 

竹
内　

サ
ダ
子

葛
句
会
　
十
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
十
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

目
　
黒
　
吉
良
　
康
宏
　
　
妃ひ
お
り織

　
女

　
　
　
　
　
　
　
有
紀

吉
　
野
　
赤
松
　
和
昭
　
　
樹い
つ
き　

　
男

　
　
　
　
　
　
　
典
子

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※俳句ポスト投句作品優秀句は該当ありませんでした。

　 １　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　会　記　録
学年 種目 男女 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　名 校名 記録 年度

４　
　

年

60ｍ
男 高平　晃成 近　永 9"3 髙田　莉玖 泉 9"6 若宮　史裕 近　永 9"6 新谷　侑希 近　永  8"9 Ｈ８
女 都能　明莉 近　永 9"8 菊池　美青 近　永 9"9 今城依瑠海 近　永 10"3 河添　千秋 好　藤  9"3 Ｈ22

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 63"1 Ｈ４
女 近永小学校チーム 64"3 Ｈ10

５　
　
　
　

年

60ｍ
男 松浦　大翔 三　島 9"2 井伊　俊成 近　永 9"2 善家　　朗 好　藤 9"5

高田　　司 泉
 8"6

Ｈ５
新谷　侑希 近　永 Ｈ９

女 東　　晴七 松野東 9"2 高村　日菜 近　永 9"6 滝本　初音 松野東 9"8
程内　由里 三　島

 8"9
Ｓ60

河添　千秋 好　藤 Ｈ23

100ｍ
男 山田　伸太 松野西 15"3 松浦　士竜 近　永 15"8 矢口　由悟 近　永 16"1 高田　　司 泉 13"9 Ｈ５
女 東　　晴七 松野東 15"1 戎　　真花 松野西 15"8 池田　茉緒 近　永 16"0 渡邉　風花 松　西 14"6 Ｈ11

60ｍハードル
男 山田　伸太 松野西 10"5 井伊　俊成 近　永 11"2 有馬　拓郎 松野東 11"2 田中　啓太 近　永  9"9 Ｈ19
女 戎　　真花 松野西 10"9 細川　惺菜 松野西 11"1 池田　茉緒 近　永 11"4 岡山　　愛 近　永 10"2 Ｈ14

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 60"2 Ｓ51
女 近永小学校チーム 62"4 Ｈ11

ソフトボール
投げ

男 宇都宮永汰 近　永 39m84 兵頭　尊仁 近　永 38m89 服部　久司 松野西 37m45 末廣　真堂 愛　治 63ｍ34 Ｈ８
女 藤田　鈴奈 近　永 31m13 兵頭　佳奈 愛　治 27m13 武田　菜子 近　永 26m60 山本　由美 三　島 41ｍ85 Ｓ58

走り幅跳び
男 善家　　朗 好　藤 3m81 山﨑　　烈 松野西 3m57 大瀧　　隼 近　永 3m42 高田　貴生 愛　治 4ｍ41 Ｓ56
女 松原　菜音 近　永 3m45 高村　日菜 近　永 3m33 戎　菜々子 松野西 3m10 河添　千秋 好　藤 4ｍ05 Ｈ23

走り高跳び
男

植木　翔也 愛　治
1m10 森　　佳洋 近　永 1ｍ33 Ｓ62松浦　大翔 三　島

二宮　俊介 近　永
女 下田　天海 近　永 1m15 戎　菜々子 松野西 1m15 福鹿　文音 好　藤 1m10 吉田明日香 日　吉 1ｍ25 Ｈ９

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 森光　流月 日　吉 8"9 上甲　遥希 好　藤 8"9 土田　翔大 近　永 9"0 藤田　　亮 愛　治  8"3 Ｈ18

女 善家　陽菜 好　藤 ○8"8 髙田　朱七 泉 9"1 西田なるみ 近　永 9"2
武田　　茜 近　永

 8"8
Ｈ２

善家　陽菜 好　藤 Ｈ28

100ｍ
男 土田　翔大 近　永 14"5 森光　流月 日　吉 14"5 山田　健介 松野西 14"9 松浦　　誠 近　永 13"1 Ｓ61
女 都能　花梨 近　永 14"4 西田なるみ 近　永 14"6 髙田　朱七 泉 14"7 河添　千秋 好　藤 13"9 Ｈ24

200ｍ 男 薬師寺正義 愛　治 28"7 Ｓ51

60ｍハードル
男 善家　　颯 近　永 9"7 上甲　遥希 好　藤 9"8 丹下　聖士 日　吉 10"0 小野　政則 近　永  9"1 Ｓ61
女 土居明日香 近　永 10"5 善家　陽菜 好　藤 10"7 川平　紗月 日　吉 10"8 那須　幸恵 好　藤  9"7 Ｈ９

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 55"9 Ｓ61
女 三島小学校チーム 59"4 Ｓ61

ソフトボール
投げ

男 武田　　善 近　永 63m00 坂井　樹生 近　永 55m96 清水　　陽 愛　治 50m90 末廣　真堂 愛　治 74ｍ36 Ｈ９
女 善家　沙帆 近　永 36m03 東　　加恋 近　永 34m66 西田　華音 松野東 32m14 渡邊　春花 好　藤 53ｍ32 Ｈ19

走り幅跳び
男 髙山　大和 近　永 3m63 吉本　昂生 松野東 3m48 山口　徹司 日　吉 3m47 薬師寺正義 愛　治 4ｍ96 Ｓ51
女 都能　花梨 近　永 4m06 水野　琴巴 泉 3m71 高田　千聡 近　永 3m56 河添　千秋 好　藤 4ｍ66 Ｈ24

走り高跳び
男 山﨑　　櫂 松野西 1m26 山田　健介 松野西 1m20 櫻田　昂佑 近　永 1m20 濱田　竜馬 愛　治 1ｍ46 Ｈ14

女
土居明日香

近　永 1m15
野中　春華 松野西

1m15 都　ちひろ 近　永 1ｍ33 Ｈ21
和家　小梅 松田　鈴音 好　藤

共　

通
400ｍリレー

男 土田　翔大　　田邊　宏規
井伊　俊成　　善家　　颯 近　永 60"1 森光　流月　　丹下　聖士山口　徹司　　古谷　大空 日　吉 61"2 尾崎　宇宙　　山田　健介山田　伸太　　山田　怜央 松野西 61"5 近永小学校チーム 58"8 H26

女 西田なるみ　　都能　花梨
善家　沙帆　　土居明日香 近　永 ◎ 60"9 善家　陽菜　　松田　鈴音井關未彩季　　河添　　和 好　藤 64"5 水野　琴巴　　髙田　朱七堀江　美祐　　竹本　捺希 泉 65"1 近永小学校チーム 60"5 H28

北宇和郡小学校陸上競技大会
　10月18日、鬼北町総合公園にて平成28年度北宇和郡小学校陸上競技大会が開催されました。本町からは３校63名が参加し、「ラ
ストスパート　昨日の自分の　先をゆけ！」の大会テーマのもと、自己ベストを目指して頑張りました。

◎　大会新記録　　○　大会タイ記録 女子400ｍリレー予選で近永小は決勝よりの速いタイムで大会新記録を出しています。
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

世帯数　2,044世帯（前月比 ＋12世帯）

総人口　4,140人 （前月比 ＋13人）
　　　　男1,959人　女2,181人
【10月中の異動】
　　　　○出　生　２人　○死　亡　２人
　　　　○転　入　16人　○転　出　３人

平成28年10月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

　

10
月
14
日
㈮
、
松
野
中
学
校
２
年
生
が
修
学
旅
行
の

一
環
で
、
大
阪
府
和
泉
市
の
泉
海
商
運
株
式
会
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。
泉
海
商
運
株
式
会
社
は
、
松
丸
出
身
の

岡
山
竹
治
さ
ん
が
昭
和
62
年
に
創
立
し
、
全
国
規
模
で

事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
運
送
会
社
で
す
。
今
年
度
、

中
学
校
で
行
っ
て
い
る
起
業
家
教
育
の
学
習
も
兼
ね
て

訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、中
学
校
で
の
起
業
家
教
育
の
説
明
を
し
た
後
、

会
長
で
あ
る
岡
山
さ
ん
か
ら
、
会
社
設
立
ま
で
の
苦
労

や
会
社
経
営
の
中
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
な
ど
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
岡
山
会
長
さ
ん
は
泉
海
商
運
を
起
業

す
る
ま
で
に
自
身
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
「
教
育
の
大
切

さ
」「
努
力
の
大
切
さ
」、そ
し
て
「
人
生
に
は
三
度
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
滅

多
に
聞
け
な
い
体
験
談
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
２
年
生
は
、
来
年
度
本
格
的
に
起
業

家
教
育
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
学
習
に
生

き
る
企
業
訪
問
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
当
日
は
森
の
国
応
援
団
関
西
支
部
の
会
員
も

集
ま
り
、
生
徒
た
ち
は
離
れ
て
も
故
郷
を
想
う
心
に
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

　

鬼
城
太
鼓
保
存
会
で
は
、
一
般
財
団
法
人 

自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

地
域
振
興
の
た
め
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
の
助
成
金
を
受
け

て
、
太
鼓
の
修
繕
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
野
町
鬼
城
太
鼓
保
存
会
は
、
地
域
行
事
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
演
奏
活
動
を
通
じ
て
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
中
で
、
当
初
整
備
し
た
太
鼓
の
破
損
が
著

し
く
な
り
、
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
般
、
大
太
鼓
、
長
胴
太
鼓
等
の
皮
の
張
り
替
え
を
行

う
と
と
も
に
、
不
足
し
て
い
る
団
扇
太
鼓
や
ケ
ー
ス
等

の
購
入
・
修
繕
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
引
き
続

き
活
発
な
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
１
日
㈯
、
滑
床
を
愛
す
る
会
が
環
境
省
自
然
環

境
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
滑
床
を
愛
す
る
会
が
行
う
、
鬼
が
城
山
系

や
滑
床
渓
谷
で
の

登
山
道
や
休
憩
所

の
清
掃
な
ど
の
自

然
環
境
保
全
活
動

や
登
山
道
の
標
識

の
設
置
や
倒
木
処

理
な
ど
利
用
者
の

安
全
確
保
な
ど
、

長
年
に
わ
た
る
自

然
歩
道
の
維
持

管
理
等
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

松
野
中
学
生
　
泉
海
商
運
訪
問

平
成
28
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

滑
床
を
愛
す
る
会
環
境
省
自
然

環
境
局
長
表
彰
を
受
賞
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防
災
コ
ー
ナ
ー

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

★
３
つ
の
習
慣

　

⑴ 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

　

⑵  

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

　

⑶  

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す
。

★
４
つ
の
対
策

　

⑴  

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

　

⑵  

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

⑶  

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

　

⑷  

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

⑴ 

ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　

⑵ 

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

　

⑶ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

　

⑷ 
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

　

⑸ 
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

　

⑹ 

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　

⑺ 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て
お
り
、
県
内
、
ま

た
本
町
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
常
に
訓
練

を
重
ね
、
有
事
の
際
に
は
率
先
し
て
出
動
す
る
消
防
団
員

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
町
消
防
団
で
は

団
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

11
月
９
日
㈬
か
ら
11
月
15
日
㈫
ま
で
の
１
週
間
は
「
秋

の
全
国
火
災
予
防
週
間
」
で
す
。
今
か
ら
の
時
季
は
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
松

野
町
消
防
団
で
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
火
災
予
防
を
啓
発
す
る
た
め
の
防
火
デ
ー
行
事
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
火
災
予
防
週
間
に
先
駆
け
、
11
月
６
日
㈰
に
広

報
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
、
消
防
施
設
の
点
検
、
消
防

団
員
を
対
象
と
し
た
救
命
救
急
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
救

命
救
急
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
火
災
予
防
啓
発
用
ビ
ラ
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
統
一
標
語
は
「
消
し
ま
し
ょ
う
そ
の
火
そ
の

時
そ
の
場
所
で
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
防
火
い
の
ち

を
守
る
３
つ
の
習
慣
、
４
つ
の
対
策
を
心
掛
け
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
防
火
デ
ー
行
事

　

四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
本
町
へ
「
街
路
灯
」
３
灯

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
街
路
灯
は
、
四
国

電
力
の
社
会
貢
献
活
動
「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
旬
間
」
の
一
つ
と
し
て
明
る
い
街
づ
く
り
に
貢
献
す

る
目
的
で
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

10
月
24
日
㈪
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
四
国
電
力
宇
和
島
支
店
長
か
ら
阪
本
町

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

街
路
灯
は
松
丸
地
区
、
延
野
々
地
区
、
豊
岡
後
地
区

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
電
力
か
ら
街
路
灯
寄
贈

の掲示板ま ち
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農業委員会だより（12月号）
　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で
あ

る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専

門
紙
で
す
。

　
「
週
刊
」
の
時
間
を
生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、全
国
47
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県
版
・

地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
特
徴
あ
る
話
題
や

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
提
供
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
新

聞
の
購
読
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
併
読
誌
と
し

て
、
一
週
間
に
一
度
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
購
読

料
は
１
か
月
７
０
０
円
（
送
料
込
み
）
と
負
担
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
毎
週

一
回
金
曜
日
発
行
で
す
。
購

読
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て

農
業
経
営
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
12
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
法
律
相
談

【
日　
　

時
】
12
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員
・
弁
護
士

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
12
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
時
、
在
学
時
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
融
資
額
】
学
生
1
人
あ
た
り
３
５
０
万
円
以
内

【
利　
　

率
】
年
１
・
81
％

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
又
は
世
帯
年
収
（
所
得
）

２
０
０
万
円
（
１
２
２
万
円
）
以
内
の
方
は
年

１
・
41
％
（
平
成
28
年
11
月
８
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】15
年
以
内
（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
交
通
遺

児
家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延
長
が
可
能
）

【
偏
差
方
法
】
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
和
島
支
店

（
宇
和
島
商
工
会
議
所
館
内
）

☎
22
・
４
７
６
６

林
業
退
職
金
共
済（
林
退
共
）制
度
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
林
退
共
へ
加
入
し

て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。
ま

た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限
り
の
範
囲
で
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
退
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０

｜

８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１

｜

24

｜

１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

℻
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

U
RL　

http://w
w
w
.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
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Informationお し ら せ

調
理
師
業
務
従
事
者
届
出
に
つ
い
て

　

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
は
調
理
師
法
の

基
づ
き
、
２
年
ご
と
に
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
南
え
ひ
め
看
護
の
日
」
健
康
相
談

　

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
で
は
、
次
の
日
程
で
無
料
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。
健
康
上
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身
長
や
体
重
、
体
脂

肪
率
な
ど
の
測
定
も
行
い
ま
す
。

【
日　

時
】
12
月
８
日
㈭　

14
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

【
場　

所
】
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉　

２
階
和
室

【
費　

用
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉　
☎
20
・
５
５
２
６

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
参
加
者
募
集
！

　

誰
で
も
・
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
参
加
で
き
る

１
分
間
の
地
震
防
災
訓
練
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！
参
加
方
法
等
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【 

日
時
】　

12
月
19
日
㈪
11
時
か
ら
（
都
合
に
合
わ
せ
、「
え
ひ

め
防
災
週
間
（
12
月
17
日
〜
23
日
）」
内
で
変
更
可
）

【
募
集
期
間
】　

〜
12
月
18
日
㈰
17
時
ま
で

【 

参
加
登
録
方
法
】　

Ｈ
Ｐ
の
登
録
フ
ォ
ー
ム
又
は
チ
ラ
シ
裏

面
の
応
募
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
問
合
先
へ

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
防
災
危
機
管
理
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
５　

℻
０
８
９
・
９
４
１
・
２
１
６
０ 

 U
RL　

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/bosai/shakeout28/
kunren.htm

l

み
ん
な
で
出
か
け
ま
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
）

　

そ
れ
ぞ
れ
が
使
っ
て
い
る
暖
房
を
消
し
、
み
ん
な
で
ひ
と

つ
の
部
屋
や
場
所
に
集
ま
る
こ
と
で
家
庭
で
の
省
エ
ネ
を
進

め
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
、
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る

施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】　

平
成
28
年
12
月
か
ら
平
成
29
年
２
月

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
環
境
政
策
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
９

U
R
L　

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/kankyou/k-hp/
them

e/ondanka/dekakem
a-share/ikim

a-share.htm
l

技
能
市
場
な
ん
よ
の
開
催
に
つ
い
て

　

宇
和
島
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
、
職
業
訓
練
施
設
を
開

放
す
る
と
と
も
に
作
品
の
展
示
・
即
売
、
技
能
体
験
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
種
技
能
の
紹
介
・

伝
承
及
び
職
業
能
力
開
発
へ
の
理
解
並
び
に
南
予
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
技
能
市
場
な
ん
よ
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

12
月
11
日
㈰　

10
時
か
ら
14
時

【
場　

所
】　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
内

　
　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
柿
原
甲
１
７
１
２
）

【
内　

容
】

①
木
工
ク
ラ
フ
ト
科
訓
練
作
品
の
展
示
即
売 

（
木
工
品
）

　

※
木
工
品
の
販
売
は
、
今
年
度
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

②
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
訓
練
作
品
の
展
示
即
売

（
縫
製
品
）

③
技
能
体
験
サ
ー
ビ
ス

　

か
ん
な
屑
ア
ー
ト
づ
く
り 

 

（
木
工
ク
ラ
フ
ト
科
）

　

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
巾
着
袋
づ
く
り

（
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

　

ド
レ
ス
試
着
体
験 

（
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

④
木
工
ク
ラ
フ
ト
科
修
了
生
に
よ
る
作
品
展

　

※
修
了
生
作
品
展
は
、
今
年
度
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

⑤
木
育
コ
ー
ナ
ー

　

  「
木
の
球
プ
ー
ル
」「
積
み
木
」「
ド
ミ
ノ
」「
組
み
木
」
で
遊

ぼ
う

⑥
今
治
高
等
技
術
専
門
校
の
即
売

⑦ 

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
の
訓
練
作
品
展
示
・
技
能
体
験

サ
ー
ビ
ス

⑧ 

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
」

⑨
軽
食
コ
ー
ナ
ー

　

 

南
予
地
方
特
産
品
を
は
じ
め
と
す
る
飲
食
物
（
軽
食
）
が

集
ま
り
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
22
・
３
４
１
０

　

現
在
、
調
理
師
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
か
つ
集
団
給
食

施
設
又
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造

業
で
調
理
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、
調
理
師
業
務
従
事
者
届

に
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
て
、
平
成
29

年
１
月
16
日
㈪
ま
で
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
用
紙
は
保
健
所
に
準
備
し
て
い
る
ほ
か
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
・
届
出
窓
口
】

宇
和
島
保
健
所
生
活
衛
生
課
生
活
衛
生
係

〒
７
９
８

｜

８
５
１
１　

宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
２
６
５
）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

第₁₇回全国障害者スポーツ大会リハーサル大会　
兼　第₁₂回愛媛県障がい者スポーツ大会参加選手募集

特別児童扶養手当について

　平成29年度に開催する「県障がい者スポーツ大会」は、来年県で開催される全国障害者スポーツ大会のリハーサ
ル大会を兼ねて開催し、参加者を募集します。

　身体又は精神に中度以上の障がいを有する児童を監護している父もしくは母、または養育者に対して、その生活
の向上と福祉の増進を図ることを目的に支給されます。

【応募方法】在宅の方は保健センター内保健福祉課（☎42－0708）へ
　　　　　 施設利用者又は特別支援学校生は各問い合わせ先へ
【参加資格】13歳以上(H29.4/1現在)の身体障がい・知的障がい者で原則県内在住の方
【そ の 他】同日及び5/27は、団体競技の中国・四国ブロック予選会も開催します（個人競技との重複出場はできません）

１　手当の対象となる児童
　一定以上の障がいを有する20歳未満の児童。ただし、施設等に入所している児童は対象になりません。

２　児童一人あたりの支給月額
　　（１）１級（重度障がい児）51,500円
　　（２）２級（中度障がい児）34,300円
　ただし、所得によっては支給停止になる場合があります。

３　手当の支給月
　手当の認定請求をした日の翌月分から支給され、年３回（４月・８月・11月の11日）に分けて指定口座へ振り込
まれます。

４　手当の申請に必要なもの
　（１）認定請求書
　（２）請求者及び対象児童の戸籍謄本、住民票謄本
　（３）診断書
　（４）振込先の通帳
　（５）印鑑
　（６）個人番号が分かるもの及び身元確認ができるもの
　（７）その他必要な書類
　　※認定された場合、年１回所得状況等の届出が義務付けられています。
　　※認定は有期認定となっており、数年に１度、診断書等を添付し再認定の申請が必要となります。

【問い合わせ先】　役場町民課　42－1113

個人競技 開催日 場　　所 問い合わせ先
陸上競技

H29
5/28

愛媛県総合運動公園陸上競技場

○在宅の方：松野町
○施設利用者：各施設
○特別支援学校生：各学校

水泳 松山中央公園アクアパレットまつやま
アーチェリー 今治市宮窪石文化運動公園
卓球（STT含む） 松前公園体育館及び松前総合文化センター
フライングディスク 西条市ひうち陸上競技場
ボウリング キスケボウル

12月上旬～1月上旬頃（詳細は各問合せ先に確認してください)募集期間
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₁₂月は「滞納整理強化月間」です

「夜間・休日収納窓口」を開設します

　町民課及び建設環境課では、以下の日程で夜間・休日収納窓口を開設します。
　町税、保育料、住宅使用料（家賃）、水道使用料の納付をはじめ納税相談も
受け付けます。日中や平日に納付することが困難な方は是非ご利用ください。

【休日窓口開設日時】
12月11日㈰・12月18日㈰　９時から12時まで

【夜間窓口開設日時】
12月12日㈪から12月16日㈮までの５日間　19時まで

　●町税・保育料の納付・ご相談は➡町民課（役場１階）　☎42－1112

　●住宅使用料・水道使用料の納付は➡建設環境課（役場２階）　☎42－1115

　県では12月を「県税・市町税滞納整理強化月間」とし、県並びに県内の全市

町及び愛媛地方税滞納整理機構が一丸となって、差し押さえなどを中心とした

滞納整理に集中的、かつ強力に取り組みます。

　税金及び保険料は、私たちが健康で安心して暮らせるよう、さまざまな事業

を進めるうえで、非常に大切な財源です。

　町税などの滞納が続くと期間に応じ延滞金が加算されます。納期限が過ぎ未

納となっている人は早めに納付してください。

　また、大多数の人が納期限内に納付している中で、納税相談もなく滞納を続

ける人には、税負担の公平性のために財産調査や差押などの滞納処分を執行し

ます。

　滞納処分が行われる前に、自主的な納税をお願いします。
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宇和島税務署からのお知らせ
平成28年分の申告から

マイナンバーの記載が必要です！
確定申告手続におけるポイント

例１　マイナンバーカード 例2　通知カード

税　　目 記載対象 一般的な場合の提出時期

所 得 税 平成28年分以降の申告書
（平成28年分の場合）
⇒平成29年２月16日から３月15日まで

贈 与 税
平成28年１月１日の属する年分
以降の申告書

（平成28年分の場合）
⇒平成29年２月１日から３月15日まで

消 費 税
平成28年１月１日以降に開始す
る課税期間に係る申告書

（平成28年分の場合）
⇒平成29年３月31日まで

書面で申告書や申請書等を提出する際に、本人確認が必要になります。

※郵送で提出する場合には、本人確認書類の写しの添付が必要です。

　税務署ではなりすましを防止するため本人確認（番号確認及び身元確認）を行いますので、
マイナンバーを記載した申告書等を提出する際には、申告されるご本人の本人確認書類の提示
又は写しの添付が必要です。

《本人確認を行うときに使用する書類の例》

※マイナンバーカードの写しで本人確認を行う
　場合は、表面及び裏面の写しが必要です。

又は

＋

（
裏
面
）

（
表
面
）

【身元確認書類】
運転免許証、公的医療保険
の被保険者証などのうちい
ずれか一つ

（参考）マイナンバーカードでｅ-Taxが利用できます。
　　　※ 　マイナンバーカードを利用してｅ-Taxにより申告等手続を行う場合の重要なお知らせを

ｅ-Taxホームページ（http://www. ｅ-tax.nta.go.jp）に掲載しておりますので、ご覧く
ださい。

国 税 に 関 す る
マイナンバー制度の
最 新 情 報

国税庁ホームページのトップページ上段の
　　　　　　　　  をクリックしてください。
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm マイナちゃん
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平成₂₉年度　保育園入園申込みについて

平成₂₉年度　なないろキッズ（児童クラブ）入会申込について

　平成29年４月からの保育園の利用について、申込みの受付を行います。
　提出書類を確認のうえ、期間内に受付場所へ提出してください。
【受付期間】12月5日㈪～12月16日㈮
【受付場所・時間】
　新規入園希望者 …  役場町民課　９時00分～17時00分（土曜日、日曜日を除く）
　継続入園希望者 … 各保育園　　７時30分～18時00分（日曜日を除く）
【提出書類】①②の書類は、各保育園又は役場町民課で配布しています。
　①　支給認定申請書兼入園申込書
　②　 雇用証明書等、保育が必要であることが確認できる書類（保育の必要性の事由により、確認書類が異なります）
　③　 平成28年度市町村民税課税証明書（平成28年１月１日現在、松野町に住所がない人）

１　保育を必要とする事由について
　保護者が下記のいずれかに該当することにより、家庭で保育することができないため、保育園等で保育すること
が必要であると認定されます。
　①　就労していること（月48時間以上）
　②　妊娠中または出産後であること
　　　 （出産予定月の前３か月から、出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）
　③　 疾病にかかり、若しくは身体に障害を有していること
　④　 同居または長期入院している親族を常時介護・看護していること
　⑤　 震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっていること
　⑥　 求職活動中であること（90日の期限付きで入園可）
　⑦　就学していること
　⑧　虐待やＤＶのおそれがあること
　⑨　 育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　　 （出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）

２　保育の必要量について
　就労等の事由により保育が必要な場合、次のいずれかの利用時間となります。
　○　 「保育標準時間」…１日最大11時間利用できます。（７時30分～18時30分）
　　　保護者が月120時間以上就労している場合
　○　 「保育短時間」…１日最大８時間利用できます。（８時00分～16時00分）
　　　保護者が月48時間以上120時間未満の就労の場合
　　　※ 保育を必要とする事由によって、短時間しか利用が認められない場合があります。

３　零歳児保育について
　零歳児の受け入れは、松丸保育園のみとなり、生後６か月以降の入園となります。
　なお、年齢は平成29年４月１日現在が基準となります。
【問い合わせ先】　町民課児童福祉係　☎42－1113

　平成29年4月から、なないろキッズの利用を希望する方は、「入会申請書等」に必要な事項を
記入の上、役場町民課まで提出して下さい。

　入会関係書類は、役場町民課にあります。

【利用日時】
　平成29年４月３日㈪から
【利用対象】
　松野町内の小学校に通学している児童
　 ただし、保護者が就労などの理由により帰宅しても児
童のみで家にいなければならない場合のみ

【実施場所】
　森の国ふれあいセンター（松野町大字松丸941番地）
【実施日及び時間】
　平日（月～金）放課後開始から午後６時
　長期休業日等（月～金）午前８時～午後６時

【休所日】
　土・日・祝日・年末年始（12/29～1/3）・お盆（8/13～16）
【利用料】
　児童１人につき月額4,000円及び障害保険加入金
　（東小学校区の方：別途送迎バス定期代1,000円必要）
【申込締切】
　４月3日㈪から利用希望の場合は、３月6日㈪まで
　※ それ以外の利用希望の場合は、随時受付致します。
利用希望日の２週間前までに、入会申込書類を提出
してください。
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松野町コミュニティセンター落成₃₀周年記念
「真打ち競演」公開収録の実施について

　町とＮＨＫ松山放送局では、松野町コミュニティセンター落成30周年を記念して「真打ち競演」の公開収録を実
施します。この番組は、演芸界選りすぐりの出演者による漫才・漫談・落語をお楽しみいただきます。観覧をご希
望の方は、次の要領でお申し込みください。

新
にい

山
やま

ひでや・やすこ
（漫才）

東
あずま

京
きょう

丸
まる

・京
きょう

平
へい

（漫才）
ケーシー高

たか

峰
みね

（漫談）
ぴろき
（漫談）

柳
りゅう

亭
てい

燕
えん

路
じ

（落語）
柳
りゅう

亭
てい

市
いち

馬
ば

（落語）

【出　演】〔１本目〕 【出　演】〔２本目〕

ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡に使用させていただきます。
また、ＮＨＫでは、受信料のお願いや番組・イベントのご案内に使用させていただくことがあります。

【日　時】　平成29年２月10日㈮　開場…17時15分　開演…18時　終演予定…20時
【会　場】　松野町コミュニティセンター
【入場料】　無料
【主　催】　ＮＨＫ松山放送局・松野町

【観覧申込】　郵便往復はがき（私製を除く）に以下を記入してお申し込みください。
　　　　　　〈往信用裏面〉　（１）郵便番号、（２）住所、（３）名前、（４）電話番号
　　　　　　〈返信用表面〉　（１）郵便番号、（２）住所、（３）名前
　　　　　　〈返信用裏面〉　何も書かないでください。（抽選結果を印刷してご返送いたします）
　　　　　　　（しめきり）平成29年１月19日㈭【必着】
　　　　　　　（あ て 先）〒790－8501　ＮＨＫ松山放送局「真打ち競演」係
　　　　　　　　○ 応募多数の場合は抽選のうえ、当選の方には入場整理券（１枚で２人入場可）を、落選の

方にはその旨をお伝えするご案内を１月26日頃に発送します。

　　　　　　　　○満１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。

　　　　　　　　○ 記入に不備があった場合や郵便往復はがき以外でのお申し込み、しめきり後の到着分は、
無効となりますのでご注意ください。

　　　　　　　　○ インターネットオークション等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたしま
す。なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせて
いただきます。

【放送予定】　〔１本目〕平成29年３月18日㈯　〔２本目〕平成29年４月１日㈯
　　　　　　10時５分～10時55分　＜ＮＨＫラジオ第１（全国放送）＞

【問い合わせ先】　○ＮＨＫプラネット四国　☎089－921－1181 （10時～18時／土・日・祝日を除く）
　　　　　　　　○町教育委員会教育課　　☎42－1118　　　　（８時30分～17時／土・日・祝日を除く）
　　　　　　　　○ＮＨＫ松山放送局ホームページ　http://www.nhk.or.jp/matsuyama/
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12月の森の国行事予定表

18

日 曜日 予　　定

１ 木

２ 金

３ 土

４ 日 第５回森の国武者伝走大会
まつのでフリマ③

５ 月

６ 火

７ 水

８ 木

９ 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日 南小学校学習発表会

19 月

20 火

21 水

22 木 小中学校終業式

23 金

24 土

25 日 かごもり市場歳末大感謝祭

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

可　燃　物

月 町内全域

火

水 町内全域

木

金 町内全域

不　燃　物

月

火 豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

古　紙　類

月

火

水 豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

木

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※葛川地区は第１金曜日
　上家地地区は第１水曜日

※葛川地区は第１・第３木曜日
　上家地地区は第１・第３火曜日

※葛川地区は毎週水曜日
　上家地地区は毎週月・金曜日

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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